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ロシアのウクライナ侵攻をどう受けとめるか。不条理な苦
難ゆえの怒りと報復をどのように乗り越えるか。世界と日
本の教会とキリスト者はこれまでどういうふうに取り組ん
できたか。ドイツや北欧の現状、近代戦争の状況をも報告
する。
　　　　　　　　　　

いのちのことば社  新刊案内  2023 年 3月 25 日発売 2023年  赤紙
3月上旬

戦争と平和主義
エキュメニズムが目指すところ

共同研究の内容に大きな影響を及ぼしたのは、昨年二月以降のロシアによるウクライナへの軍
事侵攻であり、研究会ではその問いかけから研究内容を検証し合い、研究成果のタイトルも
『戦争と平和主義―エキュメニズムの目指すところ』と定めた。ここで用いる「エキュメニズム」
とは、キリスト教諸教派の一致と協力に限定されず、宗教間の対話と協力をも意味する広義の
用法も内包している。（本文より）
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